














要約:乳幼児突然死症候群は、乳児死亡率が世界最低のわが国にあって、世界各国に比較

すれば決してその発生頻度は高くないものの、きわめて重要な、未だ原因不明の疾患であ

る。また、それまで全く予想されていなかった健康な乳幼児に発症するため、患児の家族

をはじめとする関係者のみならず、医療関係者、保育園関係者など、社会的にも大変影響

力の大きい疾患でもある。最近、米国で 20 年ぶりに定義の改訂が行われた。米国におけ

る改訂内容を検討し、わが国の一般医師により解りやすい定義への改訂の基礎資料とすべ

く検討をおこなった。


